
◆NST では出張学習会の依頼もお受けします！！ 

NST では、メンバーが専門分野の講義を担当し、出張学習会に出向いています。NST の 

知識普及や情報共有を目的に、昨年度から取り組み始めました。学習テーマは褥創や口腔ケ 

アから胃瘻の管理方法に至るまで、さまざまなラインナップで予定しています。 

興味のある方は下記までご連絡をお待ちしています。 

高松平和病院  管理栄養士  伊賀恵梨 

Tel  087-833-8291  Fax   087-833-8367 

E-mail  syokuyou@kagawa.coop 

☆嚥下障害の患者様を通じて思うこと☆ 
今回のニュースでは言語聴覚士が担当させていただいた患者様・家族について紹介をし 

たいと思います。 

患者様は肺炎にて入院され、元々寝たきりであり、息子様が自宅で介護をしている状 

態でした。リハビリでは患者様の身体機能等の評価を行い、ゴール設定をし、訓練を実 

施していきます。言語聴覚士も嚥下機能評価を行い、できるだけ経口摂取してもらうよ 

う訓練を実施しました。リハビリ介入して３週間目あたりから３食の経口摂取が可能と 

なりました。次のリハビリでの目標は今後自宅に帰ることを視野に入れ、家族様にも嚥 

下障害について知っていただき、食事介助方法やトロミのつけ方、口腔ケアの仕方を指 

導することとなりました。今回、家族様は言語聴覚士というリハビリを初めて知り、嚥 

下障害についてあまり知識がありませんでした。家族様指導する中で、気づかされたこ 

とがあったので紹介したいと思います。 

一つは嚥下障害についてのパンフレットをお渡しし、 説明をさせていただきましたが、 

その中で私たち医療者の中ではよく使う語句が伝わっていなかったこと。二つ目はトロ 

ミの付け方などは説明だけでは理解してもらえないこと。三つ目はトロミや嚥下食につ 

いての説明だけでは在宅に退院するとき不安が生じてしまうことなどの点が見えてきま 

した。 

今回、家族様と一緒にトロミ剤使用してトロミ水を作ったり、在宅に退院する時と同 

じような食事形態やスケジュールを試みたりしました。実際に一緒に行うことで家族様 

が疑問に思っていたことが解決することができたり、リハビリとしてもどのように介入 

して、指導していけばよいかなどの糸口になることに気づかされました。 

在宅のみならず、施設などの退院先でも継続して経口摂取できるように介入していき 

たいと思いました。 
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